
れ
い
め
い
の
家

消
防
訓
練

七
月
二
七
日

（月
）

夜
間
想
定
の
消
防
訓
練
を
行

な
い
ま
し
た
。
本
体
施
設
も
含

め
た
夜
勤
者
及
び
当
直
者
の
五

名
で
黎
明
館
と
れ
い
め
い
の
家

の
入
居
者
の
避
難
誘
導
な
ど
を

行
な
い
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
火
災

の
警
報
が

鳴

つ
て
か
ら
、
ま
ず
は
、
出
火

場
所
の
確
認
、
館
内
放
送
、
消

防
署

へ
の
通
報
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

出
火
場
所
で
は
屋
内
消
火
栓

を
使
っ
て
消
火
を
行
い
ま
し
た
。

放
水
に
よ
る
消
火
は
失
敗
し

た
と
想
定
し
、
今
度
は
入
居
者
の

避
難
誘
導
を
行
な
い
ま
し
た
。
十

数
名
の
入
居
者
の
方
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
実
際
に
避
難
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

※

一
ロ
ア
ド
バ
イ
ス

家
庭
な
ど
で
消
火
器
を
使

っ

た
消
火
の
場
合
、
天
丼
ま
で
燃
え

広
が
っ
た
場
合
は
消
火
不
可
能

な
状
態
な
の
で
す
ぐ
に
避
難
を

す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
す
。

避
難
完
了
後
、
消
防
隊
員

ヘ

避
難
人
数
等
を
報
告
し
て
無

事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
後

は
消
火
器

の
取
り

扱
い
に

つ
い
て
、
数
名
の
職
員

に
実
践
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

火
元
に
向
か

っ
て
手
前

の
方

か
ら
会

々
に
近
づ
き
な
が
ら

消
火
す

る
よ
う
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。

れ
い
め
い
茶
屋
七
月
十
七
日

（金
）

人
月
十
四
日

（金
）

七
月
は
ベ
イ
ク
ド
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
、
人
月
は
ァ
イ
ス
ク
リ

ー
ム
を
食
べ
ま
し
た
。
飲
食
の

他
に
歌
や
体
操
を
し
ま
し
た
。

人
月
は
感
染
症
対
策
の
為
、
一

丁
目
、
一
一丁
目
分
か
れ
て
行
い

ま
し
た
。

訓練ですので、放水は外に向けています。

安全の為、ベンドから起こす時は 2人の職員で対応し、足は車椅子から落ちないように豆絞 りで固定しました。

訓練用の水消火器を使つて行ないました。

後
お

誕
生
者
紹
介

七
月

ｏ
人
月
生
ま
れ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ

い
。

第 33号

令和 2年 9月 1日 発行
社会福祉法人 三峰福社会
地域密着型特別養護老人ホーム

れいめいの家
熊本市北区植木町豊田 187

TEL 096‐ 272‐ 5055
FAX 096‐ 272‐ 2283

村
上
松
本
単削
田
平

サ
ツ
キ

セ
イ
子

千
年
薫千
代
女

様
（人
五
歳
）

様

（人
人
歳
）

様
（九
七
歳
）

様

（九
人
歳
）

様
（九
九
歳
）

日町

田


